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近年、多くの都市で景観の混乱や中心市街地の荒廃

が急速に進行しています。また、大都市と地方都市の

格差の拡大も、社会全体に深刻な影を投げかけていま

す。 

 こうした中で、今「都市再生」が進められています。

しかし、特定エリアに限られた不動産開発先導型のプ

ロジェクトだけでは、周辺地域を含んだ都市全体の将来像やそこに生きる多様な人々の生

活を支えるヴィジョンを開いていくことは困難です。 

 日本だけに止まらず、世界各国の都市でも同様の問題を抱え、現状を打破しようと様々

な施策が試みられていますが、いまだ決定的なオールタナティブ（代替）の構築には至っ

ていません。 

 こうした時代状況を踏まえた上で、都市政策に関わる研究者や行政職員などが、都市再

生のオールタナティブについて考察することを目的に企画されたのが「シリーズ都市再生」

（全三巻）です。第一巻に当たる本書は、大都市の中の小さな地域で注目を集めている、

等身大の様々な取り組みを取り上げ、成長主義を超える都市の未来を展望しています。 

本書のコンテンツと執筆者は下記のとおりです。なお、第１巻第 3部「ミクロの都市再

生―事例研究①」内の第一章「大阪長屋の歴史と再生ムーブメント」を、弘本（ＣＥＬ）

が担当しています。 

 

【コンテンツと執筆者】 

第Ⅰ部 成長主義を超えて 

 第１章 「美しい都市」を希求する―「都市再生」の批判的検討 

  矢作 弘（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授） 



 第２章 空間計画とその制度設計の構想 

  北沢 猛（東京大学大学院工学系研究科助教授） 

第Ⅱ部 都市再生の諸相 

 第１章 超高層マンションをめぐる紛争の諸相 

  藤井 さやか（日本学術振興会・特別研究員 PD．） 

 第２章 都心再生と地域社会―東京駅前八重洲・日本橋地区における再開発 

  小泉 秀樹（東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻助教授） 

 第３章 都市再生のオールタナティブス 

  小長谷 一之（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授） 

 第４章 京町家と歴史的街並みの再生 

  リム・ボン（立命館大学産業社会学部教授） 

第Ⅲ部 ミクロの都市再生―事例研究① 

 第１章 大阪長屋の歴史と再生ムーブメント 

  弘本 由香里（大阪ガス㈱エネルギー・文化研究所客員研究員） 

 第２章 つながりのある町―谷中での試み 

  手嶋 尚人（東京家政大学造形表現学科助教授） 

 第３章 ミニ再開発を都心再生の主役に―神田の共同建替え＋コーポラティブ方式 

  杉山 昇（NPO都市住宅とまちづくり研究会理事長） 

  関 真弓（NPO都市住宅とまちづくり研究会事務局長） 

 第４章 山谷―ホームレス問題の解決と地域の再生をつなぐ 

  大崎 元（㈱建築工房匠屋共同主宰） 

第Ⅳ部 都心の暮らしとマンション紛争―事例研究② 

 第１章 東京・神楽坂―界隈の魅力を紡いでいくために 

  窪田 亜矢（工学院大学建築都市デザイン学科助教授） 

 第２章 名古屋・白壁地区―歴史的町並み保存と市民活動 

  井澤 知旦（㈱都市研究所スペーシア代表取締役） 

 第３章 大阪・谷町訴訟―空洞化した町内会と行政の寄生関係を問う 

  矢作 弘（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授） 

 第４章 景観保護と司法判断―国立市マンション事件民事控訴審判決 

  角松 生史（九州大学大学院法学研究院助教授） 

第Ⅴ章 東京一極集中「再燃」の実像―「都心回帰」か「空洞化」か 

  山田 ちづ子（㈱日本住宅総合センター研究部上席主任研究員） 


